
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和5年度学校評価 結果・学校関係者評価

佐賀市立三瀬小学校

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇全職員による共通理解と共通実践・自分
の考えを持ち、深め、生かす授業の実践

○三瀬校授業スタイルを基本とし､振り返りの場
を充実させる。振り返りの観点に沿って書くこと
ができた児童の割合を8割以上にする。
○「クラスの友達との間で話し合う活動を通じ
て、自分の考えを深めたり、広げたりすることが
できていると思う」と回答した児童を75％以上に
する。

・振り返りの観点について共通理解の場を設ける
充実を図る。
・「授業づくりのステップ１・２・３  Vol.２」を踏まえ、
全教科半分以上の授業で自分の考えを「伝え合う
場」を設定する。 B

・校内研修を通して、単元を通して振り返りを行う場合
のタイミングや観点について、職員全体で共通理解を
図ることができた。
・教育アンケートでは、「話を最後まできちんと聞くことが
できる」「大切なことをきちんと話すことができる」の項目
で児童の８０％以上が「そう思う」「だいたいそう思う」と
回答しており、考えを伝え合って学ぶ態度が育ってきて
いる。

A

・適切なタイミングで行う焦点化した振り返り活動をテーマにして、全
職員が共通理解のもと研究授業に取り組み、研鑽を積むことができ
た。
・12月に行った2回目の教育アンケートでは、「話を最後まで聞くこと
ができる」「大切なことをきちんと話すことができる」の項目で児童・保
護者共に８５％以上が「そう思う」「だいたいそう思う」と回答しており、
考えを深めたり広めたりする学習の成果が表れていた。

A

・1人1人に寄り添う教育がすばらしい。
・校内研修やアンケートを通して、全職員への共通理解や確認、授業への
フィードバックを行った成果が出ている。適切なタイミングでの振り返り活動
は非常に良い。今後も研修などを通じて成果の向上に努めて欲しい。

研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に付
ける教育活動

○「道德の授業で、進んで考えることができた」と
答える児童の割合を８割以上、
○「道德の授業によって豊かな心を育めている」
と答える保護者の割合を８割以上にする。

・道徳の授業づくりの工夫を行う。
・道徳の授業を年に１回以上保護者に公開する。
・保護者アンケートを実施して、指導改善に役立て
る。 A

・全学級で道徳の授業を保護者に公開した。
・道徳に関するアンケートにおいて肯定的な回答をした
児童生徒98％，保護者98％ A

・１２月実施のアンケート調査で、道徳の授業で豊かな心が育ってき
ていると回答した保護者が94％、児童は92％だった。道徳の授業を
中心に，学校の教育活動全体を通して豊かな心を育むことができ
た。 A

・子どもの豊かな心を育てる取り組みを実施されていることを親としてありが
たく感じる。今後も継続して「豊かな心を身に付ける」ための授業や取り組み
を行っていただきたい。
・全学級で道徳の授業を保護者へ公開するのは大変良い取り組みだと思
う。機会があれば道徳の教材等を教えて欲しい。

道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取
組の充実

〇心のアンケートで「子どもの様子について不安
なことがありませんでしたか」の問いに、「ない」と
答える保護者９５％以上。「嫌なことや悲しかった
ことがなかった」と答える児童９５％以上とする。
また、アンケートからでた事案については１００％
対応する。

・毎月末、保護者・児童全員に対し、「いじめ・いの
ちをかんがえる心のアンケート」を実施し、気にな
る事案があれば直ちに対応。ＳＣと連携を図り、心
のケアに努める。
・児童支援、学級経営を円滑に行うため、ＱＵテス
トおよび教育相談週間を２回実施する。

B

・毎月の「いじめ・いのちを考える心のアンケート」の結
果、児童、保護者共９５％以上が不安や心配なことはな
いと回答していた。
・気になる回答や事案については、担任、管理職で早
急に対応して解決している。

A

・毎月の心のアンケートの結果、保護者、児童共に９８％が不安や心
配がないと回答していた。
・教育相談週間では、担任が一人ひとりと面談し、学校や家庭での様
子を聞き取りながら、児童理解を深めることができた。 A

・いじめられた人もいじめた人も共に問題解決していくことができる学校だと
思う。子どもたちの不安を取り除く取り組みに力を入れてもらっていることが
ありがたく感じる。担任が一人一人と面談を行い児童への理解を深めること
ができたのは評価できる。
・いじめは、いつ起こるかわからない、あるいは起こるものという意識を持っ
て、いじめの早期発見、早期対応に努めていただきたい。

教育相談担当

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための教
育活動。

❶「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒８５％以上
❷「将来の夢や目標を持っている」について肯定
的な回答をした児童生徒８０％以上

①児童の良さが発揮できる教育活動を行い、認め
る声掛けをする。
②キャリアパスポートの内容を工夫し、自身の変
容や成長を自己評価したり、振り返ったりすること
ができるようにする。 B

・縦割り班活動を子ども主体で行い、全職員で子どもの
活動の様子を共有し、声を掛けることができた。
・学校全体で同じ形式のプリントを活用することで、自ら
振り返りがしやすくなっている。

A

・1月実施の児童対象のアンケートでは、「先生はあなたのよいところ
を認めてくれていると思う」、「将来の夢や目標を持っている」の項目
で９６％以上が肯定的な回答をしていた。
・なわとび大会や掃除などの活動を縦割り班で行い、多くの児童に活
躍の場を設けることができた。 A

・「先生はあなたのよいところを認めてくれていると思う」の項目で96％以上
が肯定的な回答をしていた。子どもが先生を信頼している証拠だと思う。今
後もそういう学校であり続けていただきたい。
・子どもたちへの声かけ、活躍できる環境づくりによって何にでも意欲的に
取り組める指導を今後も期待している。
・「将来の夢や目標を持っている」の項目で肯定の回答が高いのは、家庭で
の生活が安定していて、学校での人間関係や環境が良いことを示している
と推察される。

①
生徒指導担当
　
②
特別活動主任

○人権・同和教育の充実 ○「いやなことや悲しいことがなく、学校は楽し
い。」と答える児童の割合を８割以上にする。
〇人権意識を高める。

・「ぽかぽかの木」（良いところ見つけ）を実施す
る。
・学期に１回、人権教室を実施する。
・異学年集団による毎朝の登校班や縦割り班活動
を実施し、交流を図る。・ B

・朝の登校班での登校は各地区まとまって、並んで登
校し異学年交流ができた。
・1学期に人権集会・平和集会を実施し人権意識を高め
る成果を上げた。 A

・「いやなことや悲しいことがなく、学校は楽しい。」と答える児童の割
合は、「そう思う」「だいたいそう思う」あせてると１００％となり、目標を
達成することができた。
・人権集会、人権教室、平和集会、命の教育など年５回実施でき、人
権意識を高めることができた。 A

・「いやなことや悲しいことがなく、学校が楽しい。」と答えた児童の割合が、「そう思
う」「だいたいそう思う」を合わせると１００％だったのは素晴らしい。子どもが通いた
い学校ですね。
・子ども同士で思いやることができる教育ができている。人権について考える機会を
設けてもらうことで、人権意識が高まっていることが結果として出ている。
・今後も、時代に即した様々な視点から人権等に関する意識の啓発や体験を児童
に行っていただきたい。

人権・同和
教育担当

❶「運動習慣の改善や定着化」
❷「望ましい食習慣と食の自己管理能力の
育成」
❸「安全に関する資質・能力の育成」

❶授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週
間で300分以上の児童80％以上
※(小学校６０％以上の数値で学校の実情に応じ
て設定）
➋「健康に良い食事をしている」児童生徒
90％以上
➌児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする

①縦割り班での活動や体育大会、縄跳び大会を
実施する。休み時間の外遊びを奨励し個々の体力
の向上を図る。
②給食の時間等の指導を通して、食育を推進して
いく。
③交通安全教室を開催し，安全な自転車の乗り方
や歩行の訓練を行ったり，地区児童会，集団下
校，学級活動の中で話をしたりする。

A

・保健体育委員会の企画で、全校で外遊びをする時間
を設けることができた。定期的に開催し、縦割り班での
遊びなども増やしていきたい。
・給食時間等の指導を通して、知識や技術等について
は90％以上が望ましい状態にある。一方、嗜好面につ
いては、長期的な取組で改善を図ることが望まれる。
・５月に生活安全課の方を講師に招いての交通安全教
室を開催し，講話を聞いたり，実地で訓練を行ったりし
たことで，交通安全への意識が高まった。

A

①週に２回以上は元気に外で遊んでいると答えた多児童は８０％を
超えていた。なわとび大会では、休み時間に外で練習するなど目的
意識をもって運動を楽しむことができた。
②教科や給食時間等の食に関する指導を通して、「健康に良い食事
をしている」児童は91.7%となった。給食の残菜は0%だが、嗜好の幅を
広げる取り組みは、長期的・多面的に継続することが望まれる。
③１２月実施のアンケート調査で、「登校では安全に気を付けて協力
して登校している」と回答した保護者が96％、児童は96％。1年間の
児童の交通事故はゼロだった。

A

・運動すれば食事がおいしく食べられる。その基本が大事である。運動習慣
の改善や食習慣と食の自己管理能力の育成については、成果は徐々に出
ているが、今後とも継続して重点的に取り組んでいただきたい。
・登下校に限らず交通安全に気をつけることは生命に関わることでもあり非
常に重要なので、日々指導をお願いしたい。
・給食の残菜は0%、嗜好の幅を広げる取り組みはいいことだと思うが、苦手
な食べ物を長時間かけて食べることがないような指導をお願いしたい。

①
体育主任
　
②
栄養教諭

③
交通安全担当

○基本的生活習慣の定着 〇毎週１回、全校一斉に生活チェックを実
施し、「ハンカチ・ティッシュを持っている」
「爪を切っている」「朝ご飯をたべている」の
すべてが〇の児童を９割以上にする。
〇１日３回歯を磨く児童を８割以上にする。

・毎週月曜日に、全校一斉に生活チェックを
実施し、集計を行う。
・学校歯科医と連携して、歯科保健指導を実
施する。また、長期休業中の歯みがきカレン
ダーを作成し、１日３回歯を磨く習慣を定借さ
せる。

B

・週の始めに生活チェックを実施し、「爪を切っている」
が９割以下の時があったが、その他の項目については
9割以上が常に〇であった。
・歯科校医と連携し、1～３年生に歯科保健指導を実施
した。夏季休業中のはみがきカレンダーによる歯磨き状
況の結果、1日3回ほぼ磨いている児童が7割程度で
あった。継続して習慣化を図る必要がある。

A

・生活チェックでは、どの項目も9割以上が〇で、習慣化できてきてい
る。全部の項目〇だった人は１学期より１０％アップしていた。
・歯科校医による歯科保健指導を５・６年生に実施した。
冬休みのはみがきカレンダーによる歯磨き状況は、夏休みより1日３
回みがいていた児童が増えていたが、できていない児童がいるの
で、継続して習慣化を図りたい。

A

・歯を大事にすれば、食事もおいしいので大切にすることが教えられていて
良い。小学生のうちから基本的な生活習慣を身に付けることが大切である。
今後もいろいろな取り組みを期待している。
・基本的生活習慣を定着させることは非常に大切なことではあるが、学校だ
けでできるものではなく、家庭での習慣づけが不可欠。学校での指導と並行
して保護者への啓発等も必要。

養護教諭

●業務効率化の推進と時間外在校等時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。

・職員各自に時間外勤務の月平均40時間以内を
目標に、互いの分掌事務遂行の手立てを共有さ
せることで、タイムマネジメントについて意識を深
めさせる。
・会議は時間厳守で、連絡事項等は簡潔に行い、
また、長期休業中は、会議や研修を集中して行
い、年休や教材研究、学級事務等の時間を確保
する。

B

・校務分掌について情報共有したり優先順位を意識し
たりして取り組み、時間外勤務の月平均時間はほぼ40
時間以内であった。また、年休や夏休も各自計画的に
取得できた。
・会議や連絡会の開始時刻を厳守することで、各自の
作業時間の確保に努めたい。

A

・職員各自が、タイムマネジメントについて意識し計画的に分掌事務
や学級事務などを進めることができた。
・行事の目的や時期、方法等を中学部やPTAとも連携して見直し、教
育効果を高め、実施の効率化を図る。 A

・時間外在校等、時間を削減することだけが目的ではなく、職員の心身の健
康が向上することによって、本人のみならず児童や学校のためにもなると考
える。
・多忙な中でも、効率化を実施し、職員が児童と直接関わる時間、教材研究
の時間を少しでも多くしていただけることを希望する。
・PTAの集まりが夜になることも学校への負担になっていると感じる。今後、
夜にならない方法を考える必要がある。

教頭

○ICTを効果的に活用し、業務の効率化を
図る。

○保護者へのアンケートについて、ＷＥＢによる
回答を実施する。

・「いじめ・いのちを考える心のアンケート」（毎
月）、学校評価（年２回）においてＷＥＢによる回答
を実施することで、意見の集約、対応の迅速化を
図る。

B
・「いじめ・いのちを考える心のアンケート」（保護者）を
WEB回答を実施し、集約、対応の迅速化につながった。

B
・保護者アンケートをWEB回答にし、集約、対応の迅速化にはなった
が、未入力者があるため、周知していく必要がある。
・欠席連絡等は児童数が少ない為、電話対応を継続し、直接保護者
から具体的な状況を聞き、情報共有を図る。

B
・WEB回答は便利だと思うが、アンケートの内容については検討が必要では
ないかと思われる。
・ＩＣＴの活用については、保護者に対して丁寧で継続した周知が必要。時に
は個別に直接説明するなど、時と場所を捉えて周知を行っていただきたい。

教頭
養護教諭

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎志を高める教育

◎ふるさと三瀬への郷土愛の育成 ◎ふるさと学習を通して、「三瀬を好き」と答
える児童を8割以上にする。

・地域人材を活用し、系統的なカリキュラムの実
践。
・体験活動、調べ学習を通して、自然・産業・歴史・
環境に触れさせ、触れさせ、ふるさと三瀬を好きな
児童を育てる。
・三瀬村ふれあい祭りに参加し、地域との交流を
図る。

B

・各学年で地域の人・もの・ことと深く関わりながら学習
を進めている。また、各学年で老人クラブとの交流をお
こない、地域人材とかかわる機会を設けることができて
いる。
・ふれあい祭りや学習発表会で、学んだことや三瀬の
良さを地域の方にも伝えることができればと考えてい
る。

A

・ふるさと学習で三瀬のことが好きになったと答えた児童は９８％だっ
た。ほとんどの児童が老人クラブとの交流や体験学習を通して三瀬
を大切にしようとする態度を養うことができた。
・ふれあい祭りでは、全校で育てた芋を販売し、全校で行っている取
り組みを地域の人に伝えながら交流することができた。 A

・アンケートの結果が示すように、子どもたちに郷土愛が着実に育まれてい
るのは非常にいいこと。子どもたちが三瀬のことをもっと好きになる取り組み
をしてもらっていることがありがたい。
・今後も地元の方と交流する取り組みは、ぜひ継続していただきたい。人口
減少が進んでいる中、子どもたちに三瀬の良いところを感じさせていただき
たい。地域の人との交わりの中で、お互いに三瀬の良いところを教え合うと
良いのではないだろうか。

総合的な
学習主任

〇小中一貫教育

○小中合同行事の充実 〇小中合同の行事、体験活動が「楽しかっ
た」という児童の割合を８割以上にする。
〇小中の学びの過程、学習の規律を構築
する。９年間を見通した学習スタイルおよび
生活面で連携し、徹底を図る。

・行事ごとに感想を書かせる。縦割り班での振り返
りを掲示板に貼り交流を深める。
・「三瀬スタンダード」を掲示し、前後期ごとの自己
評価を行わせる。 B

・体育大会の感想では全児童が「楽しかった」等肯定的
な感想だった。小中合同の行事を楽しんでいる様子が
うかがえる。
・前後期の終わりに「三瀬スタンダード」の自己評価を
実施する。

A

・保小中合同で行った芋堀の感想でも、全児童が「楽しかった」等肯定的な
感想だった。また、文化発表会では、中学生の発表を参観し、良い刺激を受
けていた。一貫校ならではの良さを体感させることができた。
・「三瀬スタンダード」の自己評価において、休み時間の授業準備、授業の
あいさつ、話の聞き方、授業態度等おおむね出来ていると回答した児童の
割合が９割を超えており、基本的な学習規律が構築できている。

A

・小中合同開催の体育大会や保小中合同で行った芋掘りで「楽しかった」と
の回答が大多数だったことは、合同開催行事の成果を示している。
・合同行事を通して、三瀬校の良さを他地区へもアピールしていただきた
い。他校では経験できない小中一貫校の運営方法を皆で考えてみると良い
のではないだろうか。合同での行事については、児童生徒の減少も考えて
おく必要があるかと感じる。

教務主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

◇総合評価【A】
　・児童の実態や年間を通しての具体的な取組を全職員で共有し、確認や修正をしながら実施したことで、最終評価がAとなった項目が多かった。
◇次年度への展望
　・基本的な生活習慣の定着や学力向上及び健康・体つくりについて、児童が自ら意識して主体的に取り組む力の育成を目指して、家庭との連携を図っていく必要がある。
　・今年度に引き続き、児童数が減少していく現状を踏まえ、家庭や地域、中学部と連携し、三瀬の地域・自然・地域人材を活用して交流しながら学習や行事を進めていくことで、三瀬を愛する心を高めるとともに、コミュニケーション力や、表現力の向上を図っていく必要がある。

具体的取組

学校関係者評価

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

重点取組 中間評価 最終評価 学校関係者評価

２　学校教育目標 ふるさとを愛し自信と誇りをもち、未来を拓く子どもの育成　「学び・こころをつなぐ小中一貫教育の実践」

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名

１　前年度

　　評価結果の概要

　・学力向上や健康・体つくりについては、有効だった取組みを継続していくとともに、さらに、家庭との連携を工夫していくことで、児童が自ら学習に取り組む習慣作りや歯磨きなどの基本的生活習慣の定着を図っていく。
　・児童数が減少していく現状を踏まえ、家庭や地域、中学部と連携し、三瀬の地域・自然・地域人材を活用して学習や行事を進めていくことで、三瀬を愛する心を高めるとともに、コミュニケーション力や、表現力の向上を図っていく。

３　本年度の重点目標

①９年間の学びをつなぐ小中一貫教育の取り組み　　　　　　　　　　　　　④一人ひとりを大切にする教育の推進

②志を高める教育の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤豊かな心を育む教育の推進

③学力の向上（基礎・基本の充実）と自己教育力の育成　　　　　　　　　　⑥健やかな体を育む教育の推進

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

学校評価表作成について変更した点は朱書きしています


